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4.1.4 地形及び地質の状況 

(1) 地形の状況 

調査対象地域における地形分類は図 4-1-24 に示すとおりである。都市計画対象道路事

業実施区域はほとんど埋立地であり平坦な地形となっている。 
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(2) 地質の状況 

調査対象地域における表層地質は図 4-1-25 に示すとおりである。調査対象地域には、

砂岩、礫岩、シルト岩、粘土・シルト及び砂が分布している。都市計画対象道路事業実

施区域は変成蛇紋岩からなる御島を除きすべて埋立地である。 

また、調査対象地域には香椎断層（推定断層）と御島断層（伏在断層）が存在してお

り、都市計画対象道路事業実施区域近郊に御島断層（伏在断層）が存在している。 
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(3) 重要な地形及び地質の状況 

福岡市東区は、多々良川によって形成された沖積平野が広がっており、多々良川、唐の

原川、香椎川の中流・下流域に位置する。 

調査対象地域の重要な地形及び地質としては、「名島の檣 石
ほばしらいし

」、「古第三紀岩石海岸」が

ある。 

「名島の檣 石
ほばしらいし

」はカシ属の樹木の幹材が珪酸分に置き換えられてできた化石（珪化木）

であり、昭和９年に国指定天然記念物に「名島の檣 石
ほばしらいし

」として指定されている。 

その形状は、直径 56～60cm、長さ 50～140cm の輪切り状の幹が 9 個のブロックに分離し

た状態であり、多々良川の河口、名島神社境内の海岸にある古第三紀漸新世前期（約 3500

万年前）に形成された、砂岩・礫岩層を主とする志免層群名島層とよばれる地層の走向に

平行に横たわっている。干潮時に露出しているが満潮時にはほぼ水没する。また、付近の

地層からは、カシ属などの木の葉の化石が産する。別名を帆柱石ともいう。 

「古第三紀岩石海岸」は新生代古第三紀に形成された、砂岩・礫岩を主とする露出した

岩石からなる海岸地形である。 

調査対象地域における重要な地形及び地質の概要及び位置は表 4-1-30、図 4-1-26 に示す

とおりである。 

 

表 4-1-30 重要な地形及び地質状況一覧 

番号 名  称 概  要 

① 名島の檣 石
ほばしらいし

 国指定天然記念物。 

② 古第三紀岩石海岸 
福岡市環境配慮指針掲載。学術的価

値の高い地質であり、良好なもの。 
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4.1.5 動物の生息又は生育、植生及び生態系の状況 

調査対象地域における動植物の生息又は生育等の状況について、福岡市環境配慮指針、

アイランドシティ整備事業環境監視結果等の資料を用いて把握した。 

調査対象地域における動植物の重要種の確認状況は表 4-1-31 に、重要種の選定基準は表

4-1-32（1）及び（2）に、重要個体及び群落の選定基準は表 4-1-32（3）に示すとおりであ

る。 

 

表 4-1-31 既存資料による動植物の確認状況一覧 

項 目 重要種数 

哺乳類 1 種 

両生類 - 

爬虫類 - 

鳥 類 99 種 

昆虫類 2 種 

魚 類 6 種 

遊泳生物 - 

動物プランクトン - 

底生動物 

砂浜干潟生物 
19 種 

動 物 

潮間帯付着生物 - 

植物 11 種 

植物群落 1 群落 

動物プランクトン - 
植 物 

潮間帯付着植物 - 

 

資料：「福岡市環境配慮指針 改訂版」（平成 19年 2月、福岡市環境局）              

「平成 5年度～平成 22年度 アイランドシティ整備事業 環境監視結果」(福岡市港湾局） 

     「第 7回自然環境保全基礎調査 浅海域生態系調査(干潟調査)報告書」（平成 19年 3月、環境省） 
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表 4-1-32（1） 重要種の選定基準 
略号 基準の内容 

1.｢文化財保護法｣による天然記念物種 

特 特別天然記念物 
国 国指定天然記念物 
県 県指定天然記念物 
市 市指定天然記念物 
町 町指定天然記念物 

2．「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4年）に指定されている種 
国内 国内希少野生動植物種 
国際 国際希少野生動植物種 
特定 特定国内希少野生動植物種 
生息 生息地等保護区 
緊急 緊急指定種 

3．「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－哺乳類(2002 年)、鳥類（2002
年）、爬虫類・両生類（2000 年）、汽水・淡水魚類（2003 年）、植物（2000 年）」及び環境庁報
道発表資料「無脊椎動物(昆虫類、貝類、クモ類、甲殻類等)のレッドリストの見直しについて」（2000
年）の記載種 
RB(EX) 絶滅（わが国ではすでに絶滅したと考えられる種） 
RB(EW) 野生絶滅（飼育・栽培下のみ存続している種） 

RB(CR) 
絶滅危惧IA類（絶滅の危機に瀕している種、ごく近い将来における野生での絶滅の危険

性が極めて高いもの。） 

RB(EN) 
絶滅危惧IB類（絶滅の危機に瀕している種、IA類ほどではないが、近い将来における野

生での絶滅の危険性が高いもの。） 

RB(CR+EN) 
絶滅危惧I類（絶滅の危機に瀕している種、現在の状態をもたらした圧迫的要因が引き続

き作用する場合、野生での存続が困難なもの。） 
RB(VU) 絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 
RB(NT) 準絶滅危惧（存在基盤が脆弱な種） 
RB(DD) 情報不足（評価するだけの情報が不足する種） 
RB(LP) 絶滅のおそれのある地域個体群 

4．環境省版レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）」掲載種（環境省報道発表資
料：哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、昆虫類、貝類、その他無脊椎動物、植物Ⅰ（維管束植物）及び
植物Ⅱ（蘚苔類、藻類、地衣類、菌類）2012 年 8月 28 日、汽水・淡水魚類 2013 年 2月 1日） 
RL(EX) 絶滅（我が国ではすでに絶滅したと考えられる種） 
RL(EW) 野生絶滅（飼育・栽培下のみ存続している種） 

RL(CR+EN) 絶滅危惧I類（絶滅の危機に瀕している種） 
RL(CR)  絶滅危惧IA類（ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの） 

RL(EN) 
 絶滅危惧IB類（IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い

もの） 
RL(VU) 絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

RL(NT) 
準絶滅危惧（現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

に移行する可能性のある種） 
RL(DD) 情報不足（評価するだけの情報が不足する種） 

RL(LP) 
絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高い

もの） 
5．「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（2000 年、水産庁）の掲載種 
水(危惧) 絶滅危惧（種）（環境庁カテゴリーに準ずる）絶滅の危機に瀕している種・亜種 
水(応急) 応急（種） （環境庁カテゴリーに準ずる）絶滅の危険が増大している種・亜種 
水(希少) 希少（種） （環境庁カテゴリーに準ずる）存続基盤が脆弱な種・亜種 
水(減少) 減少（種） （明らかに減少しているもの。） 
水(減傾) 減少傾向  （長期的にみて減少しつつあるもの。） 
水(普通) 普通    （自然変動の範囲にあるもの。） 

水(地域) 地域個体群 （環境庁カテゴリーに準ずる）保護に留意すべき地域個体 

6．「福岡県の希少野生生物-福岡県レッドデータブック 2011-」（2011 年、福岡県）の掲載種 
福(絶滅) 絶滅（県内ではすでに絶滅したと考えられる種) 
福(危惧) 絶滅危惧IA類＋絶滅危惧IB類＋絶滅危惧Ⅱ類 

福(危IA) 
絶滅危惧IA類（絶滅の危機に瀕している種、ごく近い将来における野生での絶滅の危険

性が極めて高いもの。） 

福(危IB) 
絶滅危惧IB類（絶滅の危機に瀕している種、IA類ほどではないが、近い将来における野

生での絶滅の危険性が高いもの。） 
福(危惧Ⅱ) 絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

福(準絶) 
準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度が小さいが、生育・生息条件の変化によっては、絶

滅危惧に移行する可能性のある種） 
福(不足) 情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 
福(地域) 絶滅のおそれのある地域個体群 

福(保全) 
保全対策依存種（現在保全対策が継続実施されているが、その保全策が中止された場合

に、絶滅のおそれのある状態に移行する可能性がある種） 
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表 4-1-32（2） 重要種の選定基準 
略号 基準の内容 

7．「福岡市環境配慮指針 改訂版」（平成 19 年 2月、福岡市） における市内の貴重生物等リスト掲
載種（市指定） 

 掲載種 
8.「第 2回自然環境保全基礎調査」（昭和 56 年、環境庁）における指標昆虫 
特定昆虫（B） 分布域が国内若干の地域に限定されている種 
特定昆虫（C） 普通種であっても、北限・南限など分布限界になると思われる産地に分布する種 
特定昆虫（G） 環境指標として適当であると考えられる種 
9.県指定天然記念物 
 県（天） 天然記念物 
10. 「Red List of Threatened Animals」(1996：国際自然保護連合編）掲載種 
IUCN(CR) 近絶滅種 
IUCN(EN) 絶滅危惧種 
IUCN(VU) 危急種 
IUCN(NT) 近危急種 
IUCN(LR) 低危険種（:cdは保全対策依存、:ntは準絶滅危惧、:lcは軽度懸念） 

11.日本産蝶類県別レッドデータリスト 福岡県分 
蝶RDB 絶滅危惧種、危急種、希少種 

 

表 4-1-32（3）重要個体及び群落の選定基準 

基準の内容 

1.｢文化財保護法｣による天然記念物 

特 特別天然記念物 

国 国指定天然記念物 

県 県指定天然記念物 

市 市指定天然記念物 

町 町指定天然記念物 

2．「第 2回自然環境保全基礎調査」（昭和 56 年、環境庁）、 

「第 3回自然環境保全基礎調査」（平成元年、環境庁）における特定植物群落（A～G） 

A 原生林もしくはそれに近い自然林 

B 国内の若干地域に分布するが、極めて稀な植物群落または個体群 

C 
比較的普通に見られるものであっても南限・北限・隔離分布等分布限界になる産地に見ら

れる植物群落または個体群 

D 
砂丘・断崖地・塩沼地・湖沼・河川・湿地・高山・石灰岩地等の特殊な立地に特有な植物

群落または個体群で、その群落の特徴が典型的なもの 

E 郷土の景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴が典型的なもの 

F 
過去において人工的に植栽されたことが明らかな森林であっても、長期間にわたって伐採

等の手が入っていないもの 

G 
乱獲その他人為の影響によって、当該都道府県内で極端に少なくなるおそれのある植物群

落または個体群 

H その他、学術上重要な植物群落または個体群 

3．「第 4回自然環境保全基礎調査」（平成 7年、環境庁）、 

「第 6回自然環境保全基礎調査」（平成 12 年、生物多様性情報システムホームページ） 

における巨樹・巨木林 

4．「福岡県の希少野生生物-福岡県レッドデータブック 2011-」（2011 年、福岡県）における重要な植

物群落カテゴリー（I～Ⅳ） 

I 緊急に対策必要：緊急に対策を講じなければ群落が壊滅する。 

Ⅱ 対策必要：対策を講じなければ群落の状態が徐々に悪化する。 

Ⅲ 破壊の危惧：現在は保護対策が功を奏しているが、将来は破壊の危惧が大きい。 

カ
テ
ゴ
リ
ーⅣ 要注意：当面、新たな対策は必要ない（監視必要） 
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(1) 動物の生息状況 

a．哺乳類 

福岡市環境配慮指針等の資料による哺乳類の確認状況は表4-1-33及び図4-1-27に示

すとおりである。 

文献調査の結果、ネズミ類やイタチ等の 10 科 19 種が確認されている。 

このうち重要種はカワネズミ、ヒナコウモリ、ヤマネ、イタチ等の 7科 11 種である。 

調査対象地域では、1科 1種の重要種が確認されている。カヤネズミは立花山周辺に

生息している。 

 

表 4-1-33 文献調査における哺乳類確認種一覧表 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
1 ﾓｸﾞﾗ目 ﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ科 ｶﾜﾈｽﾞﾐ ○ ○ RL（LP）,福(危惧Ⅱ),掲載種
2 ﾓｸﾞﾗ科 ｺｳﾍﾞﾓｸﾞﾗ ○ ○
3 ｺｳﾓﾘ目 ﾋﾅｺｳﾓﾘ科 ｱﾌﾞﾗｺｳﾓﾘ ○ ○
4 ﾋﾅｺｳﾓﾘ ○ ○ RB(VU),福(危惧Ⅱ),掲載種
5 ｻﾙ目 ｵﾅｶﾞｻﾞﾙ科 ﾆﾎﾝｻﾞﾙ ○ ○ ○ 福(準絶),IUCN（EN),掲載種
6 ｳｻｷﾞ目 ｳｻｷﾞ科 ﾉｳｻｷﾞ ○
7 ﾈｽﾞﾐ目 ﾔﾏﾈ科 ﾔﾏﾈ ○ RB(NT),RL(NT),福(危ⅠB),IUCN（EN),掲載種
8 ﾈｽﾞﾐ科 ｽﾐｽﾈｽﾞﾐ ○ 福(準絶),掲載種
9 ﾊﾀﾈｽﾞﾐ ○ ○ 福(準絶),掲載種

10 ｱｶﾈｽﾞﾐ ○
11 ｶﾔﾈｽﾞﾐ ○ ○ ○ ○ 福(危惧Ⅱ),IUCN（LR:nt),掲載種
12 ﾊﾂｶﾈｽﾞﾐ ○
- ﾈｽﾞﾐ科の一種 ○

13 ﾈｺ目 ｲﾇ科 ﾀﾇｷ ○
14 ｷﾂﾈ ○ 福(準絶)
15 ｲﾀﾁ科 ﾃﾝ ○
16 ﾁｮｳｾﾝｲﾀﾁ ○
17 ｲﾀﾁ ○ 福(準絶),掲載種
- ｲﾀﾁの一種 ○ ○

18 ｱﾅｸﾞﾏ ○ ○ ○ 福(準絶),掲載種
19 ｳｼ目 ｲﾉｼｼ科 ｲﾉｼｼ ○ ○

計 7目 10科 19種 3 2 1 9 8 12 -
文献
　①　「自然環境調査(背振山地における貴重種動物の生息状況調査）委託」（平成10年3月、福岡市環境局）
　②　「自然環境調査(ほ乳類・は虫類・両生類の生息状況等調査）委託」（平成13年3月、福岡市環境局）
　③　「九州大学統合移転事業環境監視調査　平成16年度　統合報告書」（平成17年10月、福岡市土地開発公社）
　④　「福岡市環境配慮指針　改訂版」（平成19年2月、福岡市環境局）
　⑤　「福岡県の希少野生生物 -福岡県レッドデータブック2011- 」（平成23年11月、福岡県）
　⑥　「平成19年度 自然環境調査結果（哺乳類、は虫類、両生類）」（平成19年度、福岡市環境局）
※選定基準の略号については表4-1-32(1),（2）を参照。

選定基準※
文献

No. 目　名 科　名 種　名

 
注）1. 調査対象地域で確認された種を網掛けで示している。 

  2. 選定基準欄の空欄は重要種に該当しない種である。 
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